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(1)歴 史的概観

ア 前史

日本 とカ ナダの最初 の接触 は1848年 、 船 乗 りR・ マ ク ドナル ドの北海 道 へ の漂着 で あ っ

た。 彼 は、幼 い頃 に母親 を失 ったが、 その母親 はアメ リカ ・イ ンディア ンで あった。 彼が水

夫 として北太 平洋で働 いていた動機 に は、 この母親 と自分 の遠い祖先 の生 まれ たア ジアへ の

憧 れが あった。 のちに彼 は、 日本へ の漂 着 は彼 に とって母 な る国へ の回帰で あった と述べ て

い る。彼 は 日本 の長崎 で 日本人 に英語 を教 えた。彼 の教 え子 には、 のち にペ リーやハ リスの

来航 の際 に、幕府 の通訳 として活躍 した者 もい る。彼 はのち に帰国 し、 ワシン トン州 で イン

デ ィアン保護 官 とな り、1894年 に亡 くな った。彼 の冒険 に満 ち た物語 は、彼 の死後30年 近 く

たって出版 され た。

R・ マ ク ドナル ドの 日本 との接触 は、19世 紀 に 日本 の開国 とい う歴 史的事件 の周辺 に多 く

み られ た船乗 りの冒険談 の一つで あ り、 日本 とい う珍奇 な異 国へ の好 奇心 をか きたて る もの

で はあって も、 けっ してそれ以上 の もので はなかっ た。 日本 とカナダの継続的 な国家 レベル

での接触 が本 格的 に始 まった のは20世 紀 に入 ってか らであった。

1887年 に 、大陸横 断鉄 道がバ ンクーバ ー まで通 じる ことで、 いわば大西洋 と太平洋 が結 ば

れ、 カナ ダ は西 ヨーロ ッパ と東 アジア をつ な ぐ、 もっ とも効 率的 なルー トに組 み込 まれ た。

こうした事情 を背景 に、カナ ダは東 ア ジア との関係 を深 めてい った。1924年 頃 に は、一時、

ブ リティ ッシュ ・コロ ンビア大学 に 日本 語科 を新 設す るとい う議題 が同大学評議 員会 で討議

され るほ ど、 日本 への関心 はたか まってい た。1929年 に は駐 日カナダ公使館が設 置 され、東

京 の外交 官が まず最初 の 日本研究者 とな ったので あった。 た とえば、H・L・ キー ン リイサ

イ ドは、1937年 に 、江戸時代 の教育 シス テム をテー マ とす る"HistoryofJapaneseEduca-

tionandPresentEducationalSystem"を 出版 して い る。 また彼 の同僚 のR・ キー クウ ッ ド

も、 日本 の文化 と生 活 を ヨーロ ッパの それ と比 較 した書 、"RenaissanceinJapan,acu1-

turalsurveyoftheseventeenthcentury"を 出版 して いる(1938年)。 また、軽 井沢 に在住 し

たカ ナダ人宣教 師のD・ ノーマ ンの長 男、H・W・ ノーマ ン も当時芥川龍之介 の研 究 ・翻訳

も行 ってい る。

これ らの人 び とに続 くのが、H・W・ ノーマ ンの弟 のH・E・ ノーマ ンであ る。彼 は軽井

沢 で生 まれ たが 、カナ ダ、 アメ リカ、 イギ リスで教育 を受 けた後 、1940年 に外 交官 として日

本 に 「帰 国」 した。彼 はそれ以 降、戦 中、戦 後 の期 間 を通 じ 日本研 究 の成果 をつ ぎつ ぎに発
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表す る。『日本における近代国家の成立』(1947年)は 、近代国家 日本 の成立要因を日本語資

料を駆使 して多面的に解明したものでR・ ベネディクトの 『菊 と刀』 と並ぶ日本学の基本的

文献 として高 く評価されている。その他に 『日本における兵士 と農民』『忘れられた思想家

安藤 昌益のこと』など彼の著作の多 くが日本語に訳 され、その質の高 さが評価されてい

る。

第二次世界大戦の勃発は、カナダ国民の日本への関心を呼びおこした。あるいはむしろそ

の 「無知」を認識せしめた。そのひとつのあらわれとして、1943年 にオタワのカール トン ・

カレッジ(の ちのカール トン大学)に おいて、宣教師のE・ ポットによって日本語が教 えら

れた。 この日本語 コースは戦時中のみ存続 したが、カナダにおける大学レベルでの初の日本

語教育であった。

また、同 じ1943年 には、カナダ陸軍がバ ンクーバーにおいて、 日本語の訓練学校を開設 し

た。

日加関係において考慮 しなければならないもう一つの要素 として、日本人移民の問題があ

る。カナダへの移民 は、1877年 に最初の移民がブリティッシュ ・コロンビア州 に入ったこと

で始まる。 これ ら移民の子弟 は、その多 くが公教育の他 に日本語学校 にも属 していた。1941

年までにこうした日本語学校 は、カナダ全土で約50校 、生徒は約1000人 ほどであった。太平

洋戦争勃発 とともに、西海岸に多かった日本人移民 は、サボタージュ防止を名 目に、内陸部

へ と強制移住させ られた。 日系移民の語学能力、あるいは日本に関する見識 は、当時あまり

利用されなかった。戦後、 日系移民への強制移住政策 は正当性を欠 くものとして反省されは

じめている。1950年 代 には、戦時下のこのような不幸 を繰 り返 さぬためにもアジア研究が必

要である とい う決定 を、ブリティッシュ ・コロンビア大学の研究者の多 くが行 ったほどであ

る。

イ 戦後

戦後、カナダにおいて日本研究が本格的に取 り組 まれるようになったのは、1950年 代末期

からである。 まず、地理的にも太平洋に面 し、アジアに対 して強い関心を抱いていたブ リテ

ィッシュ ・コロンビア大学で、1956年 、当時ロンドン大学東洋 ・アフリカ研究院(SOAS)

で講師をしていた社会学者のR・ ドーアの招聘が行われ、 日本研究がスター トした。当時、

同大学には、カナダにおける日本研究の先駆者ハーバー ト・E・ ノーマン(当 時エジプ ト大

使)も 招聘する計画があったが、彼が自殺 したためこの計画は実現しなかった(彼 はアメリ

カにおけるマ ッカーシズムによる非難 ・中傷を苦に自殺 した といわれ る)。いっぽうR・ ド

ーアは、1958年 、当時のオース トラリア、キャンベラ大学にいた国際関係論の専門家である

F・ ラング トンを招聘 し、 日本研究の態勢が整えられていった。

1960年 代 に入 ると、ブリティッシュ ・コロンビア大学では本格的にアジア研究に取 り組む

ため、教養学部にアジア研究学科が創立 された。そして1961年 には、カナダ東部の トロン ト

大学に、 日本文学の上田眞、社会学者の西尾金治(の ちカナダに帰化)ら が招聘され、日本

文学 ・文化史講座が開設され、 これが同大学の日本研究の端緒 となった。

1967年 には、アルバータ大学 に近代 日本法制史のH・ ジョーンズが招聘 され、教養学部歴
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史学科に日本史コースができ、日本研究が はじめられた。1968年 にはモントリオールのマ ッ

ギル大学に、馬場伸也(元 津田塾大)が 招聘 され、日本史講座が開講 され、本格的な日本研

究がはじめられた。

以上のように、1960年 代 に、カナダのい くつかの大学で日本研究講座がもたれ、徐々にで

はあるが 日本研究の態勢が整えられつつあった。

1970年 代 に入ると、カナダとアジアの関係 はいっそう深 まり、それにつれて日本研究の発

展 もみられるようになった。1970年 にはカナダ政府は中国 との国交 を回復したほか、当時の

トル ドー首相の外交政策の一つとしてアジア政策が重視 されるようになった。 また70年 代 は

日加貿易が大幅に伸張した時期でもある。 この時期、アジア研究(と りわけ中国研究)の 一

環 として、 日本研究は大 きく発展 したのである。

1972年 には、上院外交問題常任委員会において、全カナダの多 くのセンターで日本語の教

育を優先的に行 うべきことが勧告され、 日本研究に関する国家的レベルでの政策の端緒が準

備 された。 また、カナダにおけるアジア学会(CanadianSocietyforAsianStudies)も 創立

され、アジア研究の学際的 ・大学間交流 も活発になった。

1974年9月 、田中首相 とトル ドー首相 との問で、カナダにおける日本研究 と日本 における

カナダ研究の促進を目的に、100万 ドルか らなる相互補完的な援助計画が成立 し、これ以降

の日本研究の発展の原動力となった。 この研究のための基金の運用は、カナダの国土の広大

さ、教育政策の地方分権 というカナダの特色 を反映 して、カナダの中に日本研究のための4

つのセンターを設定 し、それぞれのセンターの主体性において行われることとなった。すな

わち、 日本政府資金 は4等 分され、「ブリテ ィッシュ ・コロンビア ・センター」「トロン ト・

ヨーク ・センター」「モントリオール ・センター」及びその他 の区域 における日本研究 に割

り当てられたのである。以後、 この4セ ンターにおける日本研究を中心に、カナダの日本研

究は今 日に至っている。

(2)現 状

ア 大学 ・大学院

(あ)ト ロン ト大学東アジア研究学科(DepartmentofEastAsianStudies)

東アジア研究学科は1945年 に設立。 日本研究の本格的な取 り組みはig61年 の上田眞の招聘

に始 まる。現在 ヨーク大学 とともに トロン ト・ヨーク ・センターを設立 し、日本研究の拠点

校 となっている。

日本研究の講義 は57科 目を数える(表1)。

学部での講義が東アジア研究学科で行われ、修士課程のそれが文学 ・演劇学科を中心に行

われていることか らもわかるように、文学 ・演劇 ・芸能の分野の研究が トロン ト大学のひ と

つの特徴 となっている。

また、大学に近接 して王立オンタ リオ博物館があり、ここに東洋美術 のコレクションがあ

ることから、美術 ・考古学科で日本関連講義があることの背景 となっている。

研究スタッフには、浮世絵研究のD・ ウォーターハウス、文学のR・ ツキムラ、平安時代

313



表1卜 ロン ト大学の学科 目数

学 科 総 数 学部課程 修士課程

東アジア研究学科 26科 目 25科 目 1科 目

美術 ・考古学科 6 6 一

文学 ・演劇学科 13 一 13

人類学科 2 2 一

言語学科 3 1 2

歴史学科 1 一 1

政治学科 1 1 一

経済学科 1 (共 通)

地理学科 1 1 一

Reference&Research 3 『 3

計 57 37 21

表2卜 ロント大学で日本語を履修する学生数

1979-80 1980-81 1981-82 1982-83 1983-84

日本 語1

日本 語II

日本 語III

日本 語IV

46人

16

11

9

49人

17

10

3

54人

21

10

8

60人

18

9

10

92人

25

15

3

の物語 ・草紙研究のK・ リチャー ド、能など中世芸能史のF・ ホーフ、井伏鱒二など現代文

学研究のA・ リーマン、日本語のK・ ナカジマ、初期近代史のS・ ウエナカ、初期中世史の

J・ ブラウンリー、比較政治学のM・ ドネリーがいる(1985年 現在)。

トロン ト大学で 日本語 を履修する学生数 は表2の とお りである。

日本関連 コースのうち、入門的なコースで学生数は25-30人 程度、専門的コースで3-10

人程度で推移 している。

(い)ヨ ーク大学

トロン トの西北約30キ ロメー トルにあり、 トロン ト大学 とともにセンター を形成 してい

る。1971年 に日本歴史 と日本社会構造論 を中心 とする東アジア研究プログラムがスター トし

た。 このプログラム以外には、各学科において日本研究は個別 に取 り扱われている。行政 ・

経済学科では交通政策のT・ クン、宇野経済学のT・ セキネ、歴史学科では日本史 ・中国史

のM・ ゲワーツ、歴史 ・人文学科では思想史のP・ ミッチェル、視覚芸術学科では美術史の

R・ ペ リー、行政学科で は国際貿易のD・ ダ リー、経営論のC・ マクミラン、芸術学科には

社会心理学 のT・ フセ、東アジア学科には日本語のM・ ケイ、都市人類学のJ・ プライス、

民族音楽のM・ シェ リダン、人文学部には宗教学のJ・ ペイパーな どがいる。

日本語 を履修する学生数推移 は表3の とお りである。

(う)ブ リティッシュ ・コロンビア大学アジア研究所(lnstituteofAsianResearch)

1961年 にアジア研究学科を教養学部 に設置。アジア研究所 は1978年 に設立 された。 また

1981年 には日本研究 ・教育の組織化 を目的 としてアジアセンターが設立 され、アジア研究所
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26カ ナダにおけ る日本研 究

表3ヨ ーク大学で日本語を履修する学生数

1979-80 1980-81 1981-82 1982-83 1983-84

日本語1

日本語II

10人

1

16人

2

36人

5

30人

11

69人

10

日本語III (未 設 置) 3 一 3

はこのセンターに組み込 まれた。

アジア研究所 は日本研究 をはじめ、アジア各地 の地域研究 を行 ってい るほか、研究 の後

援、連絡 ・調整、研究集会の組織などを行っている。

ブリティッシュ ・コロンビア大学 は、カナダにおける日本研究の西海岸地域 におけるセン

ターとして位置づけられている。日本研究 はこのアジア研究所において、政治 ・経済、文

学、音楽など幅広 く扱われているほか、教養学部 日本研究学科においても日本語、日本文

学、歴史な どが教 えられている。また、人類学、社会学、芸術学、地理学、歴史学、音楽

学、政治学の各学科、法学部、大学院で も日本に関する研究 ・教育が行われている。

このほか同大学はアメリカ ・カナダ11大 学連合 日本研究センターにも、カナダの大学 とし

てただ1校 参加 しており、アメリカとの共同教育プログラムを実施 している。

研究スタッフは次のとお り。

〈アジア研究学科>

L・ ハーヴィッツ(仏 教学)

L・ ゾルブロッド(近 世文学、滝沢馬琴研究)

J・ ハ ウズ(近 代 日本思想史 ・内村鑑三研究)

曾我松男(日 本語教育)

高島健一(甲 骨文字研究)

松本典子(日 本語教育)

〈人類学科>

W・ マコーマック(社 会言語学)

R・ ピアソン(人 類学、九州 ・沖縄の考古学的研究)

〈商業 ・経営学科>

J・ グーデ(日 本経済 ・産業構造論)

〈教育学科>

A・ ガン(教 育学、地理学)

〈美術学科〉

松本守隆(仏 教美術 ・墨絵)

〈地理学科>

M・ サムエルズ

R・ コプレー(文 化地理学)

〈歴史学科>
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W・ バー トン(日 本史、 日本製鉄業研究)

P・ ワー ド(社 会史、カナダ移民政策研究)

A・ ウッドサイ ド(東 アジア比較教育史)

〈言語学科>

B・ サンージャック(言 語学、日本語)

<音楽学科>

E・ ワイスガーバー(現 代アジア音楽)

〈植物 ・園芸学科>

J・ ネイル(日 本庭園研究)

〈政治学科>

F・ ラング ドン(国 際関係論)

R・ ボーエン(政 治 ・社会変動論)

〈宗教学科〉

飯田正太郎(仏 教学)

〈スラブ学科>

J・ ソレッキー(日 露関係)

〈商業 ・経営学部>

J・ トムリンソン(国 際貿易論)

〈アジア ・スラブ研究所〉

鶴 田欣也(現 代 日本小説論)

Y・ チャン(近 代化論)

K・ ナガタニ(金 融政策論)

W・ ウニアタ

J・ ダー リー(日 系移民研究)

W・ ポーランド(ア ジアナショナ リズム論)

〈継続教育センター>

K・ ウッドワース(比 較法社会学)

E・ スコット(日 本語)

同大学 の日本関係図書 は、1960年 よりR・ ドーアによって整備され始め、現在約6万 冊の

和書がある。特に日系カナダ人 と日本移民に関する資料の収集が権並恒治 と新保満の努力で

行われ、5000冊 以上が収集 されている。

(え)モ ン トリオール大学東アジア研究センター

マッギル大学 とともにセンターの一つを構成す るが、その日本研究の歴史 は比較的新 し

い。東アジア研究所の設立 は1976年 である。

カナダは国家政策 として》英語系 と仏語系の2言 語 ・2文 化主義をとるが、モントリオー

ル大学は仏語系大学であ り、この東アジア研究センターは仏語系カナダでの唯一の日本研究

機関である。
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後発の日本研究機関 として、特色 ある日本研究 をめざす努力がなされている。まず、日本

関係図書の充実がはかられ、 日本 の国会 図書館か ら安江明夫が招聘 された。 この図書館で

は、現代日本社会のユニークな資料 として、「日本 ミニコミ資料収集 プロジェクト」が行わ

れた。

コースは日本語、日本経済、文化人類学、 日本史などがあるが、東アジアプログラムはマ

イナー(副 専攻)プ ログラムの地位 しか与 えられていない。

研究スタッフは、社会人類学者で、 日本 の農業問題、創価学会 の研究 を行っているB・ ベ

ルニエ、同じく人類学者で神道やアイヌの研究 を行っているR・ リケッツの2名 で、いずれ

も所属は人類学科である。日本語コースなどは客員の講師が担当 している。所長 は、L・ ベ

ユー(経 済地理学)で あるが、彼 は日本研究者ではない。

ケベ ック州はカナダにおいて、その文化的独自性からあたか も一個の独立 レた国家の様相

があるが、仏語系の民族文化の高揚 をめざす学生のなかで日本の芸術文化に対する関心はき

わめて強い。 しかし政府はケベ ック大学に日本経済の研究を強 く要望しており、めざす日本

研究の方向性に くい違いがある。大学側の意向は、仏語系の唯一の日本研究機関 として、総

合的な日本研究 を進めることであるが、フランス語 を駆使で きる日本研究者が少ないこと、

資金不足 などが大 きな障害 となっているといわれる。

(お)マ ッギル大学東アジア研究センター

1968年 に馬場伸也が日本史講座 を開講 し、各学科で分散 して行われていた日本研究の統合

が試みられた。既に1960年 代 にF・ イカワース ミス(井 川史子、津田塾大卒)が 人類学 ・社

会学科において東アジア考古学、M.Loutfiが 日本及び中国の経済に関 して、 ドイツ語学科

では1.Schusterが 日本文学 とドイツ文学の比較、宗教学科ではR・ スティーブンソンが仏

教史 ・仏教思想史をそれぞれ講義していた。 これらを統合 し、中国研究 と併せて、東アジア

研究センターが設置 された。

1974年 には、日本からの寄付をもとに、 日本語講座が開かれ、総合的な日本研究の基礎が

できあが った。また同年、日本か ら太田雄三が招かれ、 日本史を担当することとなった。東

アジア研究センターの主な役割は各学科で行われる日本研究を含む東アジア研究の調整であ

り、セ ンター自体で研究が主体的に行われ るわけではない。研究スタッフは、人類学科に文

化人類学で 日本の人類学者 ともつなが りの深いF・ イカワースミス、東アジア言語 ・文学学

科に近世 日本文学のW・ ゲッデス、歴史学科に内村鑑三研究の太田雄三、医療史学科に東ア

ジア医療研究のM・ ロック、政治学科にアジア外交政策のB・ ネイヤー、中国政治学が主専

攻なが ら日本政治学を担当するS・ ノモフ、東アジア研究センターにアジア史のP・ リンが

いる。

マッギル大学は、カナダでもっとも伝統ある大学の一つであるが、英語系であり、ケベ ッ

ク州から冷遇 されているといわれ(カ ナダでは大学運営について地方分権が行われている)、

1970年 代 前半をピークに、大きな発展がないとい う指摘 もある。

(か)ア ルバータ大学東アジア研究委員会

1967年 、日本史のH・ ジョーンズの教養学部歴史学科 日本史コースへの就任に伴い、日本
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研究が本格的に始められた。 まず、歴史学科内に日本史 を中心 とするいくつかのコースがで

き、大学院での日本語コースも開講 された。その後、 これらのコースが人類学、宗教学、哲

学の大学院生に開放 された。

1972年 には、 日本語コースに専任講師が任命され、各学科にも開放 された。そして翌1973

年に、学生数の増加 と日本研究への要望の高まりに対応 して、東アジア研究委員会が教養学

部各学科の提携により設立された。

1974年 に日本からの援助で3つ のセンター地域が設定された際、アルバータ大学 はそのセ

ンターには選 ばれなかったが、その後、アルバータ州 と日本の経済関係の深 まりのなかで日

本への関心 は急激に高 まり、日本語 を履修す る学生 は100名 を超 え、その数ではブリティッ

シュ ・コロンビア大学についで2番 目の地位 を築 くまでに、日本研究 ・教育の拡大がみ られ

る。

東アジア研究委員会 を構成する諸学科の中でも、東アジア言語 ・文学科が中心 となってい

る。ただ、教授陣 は日本語 ・文学 ・歴史が中心となっているが、 日本語を受講する学生の大

半が商学、経済学、医学科に属 し、実用的な視点か らのアプローチがなされてお り、彼 らの

日本研究に対する考 え方が うかがわれる。

研究スタッフは以下の とお り。

〈人類学科>

D・ ヤ ング(心 理人類学、日本人の色の好みの研究など)

〈芸術 ・デザイン学科>

J・ フォービス(美 術史、日本画研究)

〈東アジア研究学科>

S・ アルンツェン(日 本文学、漢文研究)

宮川幸江(日 本語、能の研究)

K・ オータ(応 用言語学、日本語)

H・ テラクワ(日 本語)

H・ ヒラツカ(日 本語)

Y・ ヒルキ(日 本語)

〈経済学科>

T・ ツシマ(現 代 日本経済)

〈歴史学科>

B・ エバ ンズ(東 アジア国際関係論)

H・ ジョーンズ(社 会法制史、明治期民法 と婦人、御雇い外国人研究)

S・ ビン(近 代日本史、徳富蘇峰研究)

〈言語学科>

G・ プ リドー(言 語学、敬語研究)

〈基礎教育学科>

J・ バ トリー(言 語学、アイヌ語研究)
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C・ カオ(日 本語)

M・ カワシマ(言 語心理学)

〈宗教学科〉

和井田学(宗 教学、密教研究)

〈社会学科>

C・ カルダローラ(戦 後日本社会論、無教会主義研究)

G・ ヒラバヤシ(社 会変動論、 日系カナダ人研究)

〈法学科>

M・ ラター(行 政法)

(き)そ の他の大学

以上の6大 学が、カナダにおいて、まとまった日本研究コースを持つ大学である。

部分的に日本研究 ・教育に取 り組んでいる大学 は以下のとおりである。

(a)カ ルガ リー大学

宗教学科に日本宗教 のコースがあ り、仏教学のレス リー ・カワムラが担当している。 また

公開講座で日本語が教えられている。

(b)カ ール トン大学

経済学科に国際貿易のコースがあ り、 日加経済関係論のK・ ヘイが担当。政治学科では東

アジア国際関係論のR・ ヘデスキが部分的 に日本についての講義 を行っている。

(c)コ ンコルデ ィア大学

中国研究、アジア研究の一.と して日本 について触れ られている。

(d)ゲ ルフ大学

社会学 ・人類学科にアジア研究 コースがあり、その中で現代 日本社会について講義されて

いる。担 当はK・ ウジモ トで日系カナダ移民の研究 を行っている。

(e)レ ークヘ ッド大学

歴史学科に東アジア史のコースがある。中国が中心だが 日本 についても触れ られている。

担当はM・ チェン。

(f)レ スブ リッジ大学

経営技術学科 に日本宗教 についてのコースがある。担当はH・ タナカで巡礼の研究者。

(g)マ クマスター大学

政治学科に日本の国際関係論のコースが あり、「佐藤栄作論」のK・ プリングスハイムが

担当。 また、ビジネス学科に日本ビジネスに関するコースがあ り、日本の多国籍企業研究の

林吉郎、企業論のR・ ロスが担当 している。 日本語の講義 は学生の求めに応じ、不定期 に開

講。

(h)マ ニ トバ大学

社会学科で部分的に触れ られる。担当はS・ ムーン。

(i)ニ ュー ・ブランズウィック大学

歴史学科で現代東アジアコースのなかで 日本に触れ られる。担当は中国研究 のL・ シュ
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ウ。

(j)オ タワ大学

政治学科で中国研究コースの一部 として触れ られる。担当はW・ バ トゥール。

(k)セ ント・メリー大学

1970年 代より東アジア研究プロブラムを持つ。1978年 より日本政治史の講義が行われてい

る。アジア研究学科で秩父事件研究者のR・ ボウエンが担当。 またビジネス経営学科では、

日本 との共同企業体 についての研究を行っているH・ シュヴィントが講義を行 っている。

(1)サ イモン ・フレイザー大学

政治学科で 日本政治史の講義が行われている。担当者はR・ クオ。

(m)ト レン ト大学オ トナビー ・カレッジ

政治学科で国際政治学の一環 として触れられている。担当はD・ ロス。

(n)ビ ク トリア大学

東洋学プログラムの中に日本語 コースがあるほか、 日本文学 ・文化も講 じられている。 ま

た、太平洋学プログラムの中で、日本に関する地理、歴史、美術のコースがある。研究スタ

ッフは歴史学科で は移民史のP・ ロイ、 日本近代史のE・ ツル ミ、美術史学科では文人画研

究のP・ スタンレー=べ 一カー、言語学科にH・ ワーケンタイン、スラブ ・東洋学科に日本

語のM・ ワーケンタイン、教育心理学科に日本語教育法のJ・ ダウンニングがいる。

(o)ウ ォータールー大学セン ト・ジェロームズ ・カレッジ

社会学科 に農村社会学者で 日系カナダ人研究の新保満がいる。

(P)ウ インザー大学

政治学科で日本政治学 のコースがあり、 日本のエ リー ト官僚研究のA・ クボタ、D・ ワー

フルが担当。またビジネス経営学科の国際 ビジネスコースで日本に触れられ、 日本企業家研

究のJ・ マレイが担当。

イ 研 究機関

国家的 レベルでの研究機関はな く、各大学、とりわけセンター地域の大学の研究が中心で

ある。

部分的な研究 として、王立オンタ リオ博物館の極東部門に東アジア関係の美術史 の研究者

が4人 お り、東アジア美術研究の一環 として日本古美術の研究が行われている。 また、ブリ

ティッシュ ・コロンビア州 のグレーター ・ビクトリア ・アジア美術ギャラリーでも日本美術

の研究が行われている。

ウ 学会

1970年 代初期 に創立 されたアジア学会(CanadianSocietyforAsianStudies)の 日本の部

に多 くの研究者が参加 してお り、独立 した日本研究 の学会 はない。アジア学会 は中国研究が

主流である。

一部の日本研究者は
、アメ リカのアジア学会にも加入 し、交流している。

工 研究者

1978年 の国際交流基金の調査では、 日本研究者数 は85人 とされてい る。また同 じ基金の
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1983年 発行 のリス トで は、154人 の名前があげ られてい

る。 しか し、この154人 の中には中国研究が主で、 日本

研究 は部分的に行 っている研究者な ども含 まれてお り、

154人 は最大限の数字 と考 えるのが妥当であろう。

次 に研究者の専門分野についてみてみると表4の よう

になる。

データはやや古 いが、カナダの日本研究者の流動性

は、アメ リカなどに比べてはるかに低 く、 このデータに

社会科学系分野の増加 を加味 したものが、現状 に近い比

率になると考えられる。

言語 ・文学の比率がもっとも高いが、それ以外の社会

科学系分野についても、1978年 段階で もその比率は十分

に高い。 また歴史分野 においても、内容的には明治以降

を専門 とする研究者が多い。

カナダの日本研究 を研究者の分野からみれば、ヨーロ

ッパなどに比べて言語 ・文学の比率が低 く、むしろ社会

科学、近 ・現代関係の研究の比率が高い といえる。おそ

らくカナダの日本研究の歴史が浅 く、日本研究が独立 し

表4研 究者の専門分野

専 門 分 野 人 数

History

Linguistics

Literature

Sociology

Anthoropology

Commerce

PoliticalScience

Religion

Architecture

Economics

FineArts

Geography

Psychiatry

Education

Law

Biochemistry

Music

SocialWork

11

10

9

9

7

7

5

5

3

3

3

3

3

2

2

1

1

1

Total 85

(1978年 現在)

た地域研究 として成立する前に、現実の日本 との関係が進行 し、個々の分野 における日本研

究が始められたとみることがで きるであろう。

(3)課 題 と展望

カナダ における日本研究の特色は、アメリカにおける日本研究に比べれば、軍事的 ・戦略

的観点か らなされておらず、地道な研究が多いことがあげられるとする見方がこれまであっ

た。 また、文学 ・文化 ・宗教分野の研究が、政治学 ・歴史学の分野の研究を凌駕する傾向が

あるともされてきた。そして、さらに文化 ・文学 ・宗教の研究 において、浮世絵、能、密教

といった 日本の異国情緒に憧れた研究、カナダの一般の人びとからみれば、一風変わった研

究に専念す るというのもカナダの日本研究 の特色であったとされている。カナダの日本研究

が、たえず隣接 するアメリカの日本研究 とは異なる独 自の日本研究の構築をめざしていたこ

とは、ほぼ一致 した見方である。

しかし、 日本 とカナダとの経済的関係がます ます強化 されるなかで、カナダ社会 は浮世絵

や密教の研究だけでは満足 しな くなってきているのもまた事実であろう。政治学、経済学 と

いった社会科学分野での研究者が増加 し、いっぽうで実用的な目的による日本語の学習者の

増加が、そのことを物語っている。

現代的な課題 に即 して行われる日本研究では、いまやいやおうなしに、アメリカの日本研

究 との交流が必要 となってきている。それに伴い、アメ リカの研究の質に匹敵するカナダの

研究の質が求められるようになって きている。一部の日本研究者 は、明らかにアメリカとの
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研究交流を重要視 している。

いっぼう文学 ・文化研究においては、従来の一風変わった研究から脱皮 し、現代 日本 を総

合的に理解するために必要な情報を社会に提供するような研究が求められてきている。

このように、研究の内容 において、カナダの日本研究は一つの曲が り角にあるというのが

多 くのカナダの日本研究者 の見方である。そしてこの曲が り角論 は、戦後、アメ リカやヨー

ロッパあるいは日本 の日本研究者(た とえばラング ドンやハウズはアメ リカ、そ して上 田

眞、馬場伸也 は日本か らそれぞれカナダにやって来た)に よって移植された日本研究が、少

しずつ世代交代 を始め、「カナダ産」の日本研究者がカナダの大学で教鞭をとるようになっ

てきたことと無関係で はない。

文化諸科学の側か らも、社会諸科学の側か らも、カナダ独自の総合的な日本研究の展開が

求められているということがで きよう。い くつかのセンターで、学際的な共同研究が取 り組

まれるようになったことは、このことを物語っている。

しかし、全体 としては、 このような方向をめざすには十分な態勢 はとられないままであ

る。 まず、研究推進の財政基盤が十分でない。 日本からの資金の援助はあっても、カナダ政

府自身の日本研究への特別な研究援助 はないのが実情である。カナダの日本研究者は、一般

的な奨学金を求めて、他の分野の研究 と競合 しなければならず、学界においてマイノリティ

ーである日本研究はきわめて不利 な状況にある。

また、ナショナルレベルで研究交流があまり行われていないこともカナダの日本研究 を総

合的なものにしてい くには大 きなハンディキャップである。ナショナルレベルの研究センタ

ー、あるいは研究会議、学会 といったものが必要であるといわれる。広大な国土 とそれ ほど

厚 くはない研究者層をカバーするために、研究者同士のコミュニケーションを活発にするこ

とが不可欠であるといえよう。
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